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宅

守

常

明
治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
、
言
わ
ば
そ
れ
ま
で
の
徳
育
論
争
を
終

結
す
る
か
た
ち
で
教
育
勅
語

(以
後
は
勅
語
と
略
称
)
が
漢
発
さ
れ
、

次
第
に
個
人
の
日
常
倫
理
か
ら
家
族

・
社
会

・
国
家
に
わ
た
る
精
神
的

支
柱
が
設
定
さ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
、
勅
語
に
関
す
る
衛
義
書
は
明
治

年
間
に
限

っ
て
も
多
数
あ
り
、
仏
教
者
に
よ
る
も
の
も
数
点
存
す
る
。

す
な
わ
ち
、

い
か
な
る
仏
教
者
が
、

い
か
な
る
内
容

の
衛
義
書
を
あ
ら

わ
し
て
仏
教
と
勅
語
の
関
係
を
説
い
た
か
、

を
検
討
す
る
こ
と
は
明
治

中
期
以
降

の
仏
教
が
世
俗
倫
理
お
よ
び
国
家
と
仏
教
の
関
係
を
い
か
に

と
ら
え
て
民
衆
を
意
識
し
、
普
及
の

二
助
と
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
示

す
問
題
に
も

つ
な
が
る
わ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
者
の
勅
語
待

義
書
で
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
肇
国

・
忠
孝
等
の
概
念

の
相
違
が
問

題
に
な
り
、
苦
し
い
解
釈
に
な
っ
て
い
る
部
分
も
見
う
け
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
勿
論
仏
教
者
の
衛
義
書
す
べ
て
が
仏
教
的
色
彩
を
打
ち
出
し
て

い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
と
も
か
く
、
明
治
仏
教
を
理
解
す
る

一
視
座

と
し
て
そ
の
対
象
に
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。
尚
、

こ
の
方
面
の
先
行

研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
あ
る
。

勅
語
漢
発
後
、
仏
教
者
の
も
の
で
時
期
的
に
早

い
も
の
と
し
て
は
赤

松
連
城

の

『
勅
語
衛
義
』

(明
治
二
十
四
年
四
月
十
二
旧
)
が
知
ら

れ
て

い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
よ
り
わ
ず
か
半
月
程
前

の
明
治
二
十
四
年
三
月

十
八
日
に
多
田
賢
住
が
開
導
書
院
か
ら

『
普
通
教
育
勅
諭
演
讃
』
と
題

し
た
勅
語
衛
義
書
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
漢
発
後
約
半
歳

に
あ
た
り
、
仏
教
者
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
お
そ
ら
く
最
初
と
思
わ
れ

る
。
多
田
賢
住
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
辞
典
等
に
若

干
の
記
事
が
載

っ
て

い
る
が
、
本
書
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
多
田
賢
住
の
勅
語
衛
義
書
を
め
ぐ
る
問

題
と
し
て
、
最
初

の
多

田
と
第
二
番
目
の
赤
松
を
、
両
者
の
事
蹟
を
含

め
、
両
書
比
較

の
上
で

検
討
し
て
み
た
い
。

二

多
田
賢
住
は
東
京
築
地
の
本
派
真
光
寺
住
職
二
十
三
世
、
天
保
二
年
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生
れ
、
東
叡
山
慧
澄
に
天
台
学
、
京
都
専
修
寺
堀
川
観
阿
に
宗
乗
を
受

け
、
維
新
後
、
福
田
行
誠

・
鵜
飼
徹
定
等
と
共
に
諸
宗
同
徳
会
盟
に
参

画
、
ま
た
富
山
藩
の
合
寺
断
行
に
反
対
し
同
地
出
張
、
大
教
院
議
事
や

教
導
職
取
締
と
な
り
、
築
地
別
院
を
本
拠
に
大
内
青
鷺

と
も
交
渉
を
持

ち
、
布
教

活
動
に
従
事
す
る
が
、

丁
度
明
治
六
年
頃
か
ら
監
獄
教
講
活

動
を
熱
心
に
続
け
、
明
治
三
十
年
六
十
七
歳
頃
ま
で
活
動
し
て
い
る
。

二
方
明
治
十
二
年
四
十
九
歳
の
時
、
北
畠
道
竜
等
を
中
心
と
し
た
い
わ

ゆ
る
本
願
寺
改
革
事
件
に
参
画
し
、
『本
願
寺
史
』
に
よ
れ
ば
改
正
事

務
局
出
仕

と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
事
件
も
長
州
閥
に
よ
る
本

山
占
有
の
打
破
と
い
う
こ
と
が
根
底
の
三
つ
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の

意
味
で
赤
松
と
は
逆
の
立
場
に
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
明
治
十
四
年
常

在
会
衆
、

同
二
十

一
年

「令
女
教
会
」
創
立
に
あ
た
り
、

ま
た
赤
松
と

交
互
に
法
語
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
同
二
十
三
年
勅
語

漢
発
と
な

り
、
翌
年
六
十

二
歳

の
時
、
前
述

の

『
普
通
教
育
勅
諭
演

讃
』
を
あ

ら
わ
す
の
で
あ
る
。
赤
松
は
こ
の
時
五
十

一
歳
で
あ
る
。
同

二
十
九
年
六
十
六
歳
に
し
て
安
居
副
講
を
す
る
が
赤
松
も
ま
た
丁
度
こ

の
年
に
安
居
副
講
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
如
の
命
に
ょ
り
九
条
家

に
参
仕
し
、
同
三
十
四
年
特
選
会
衆
、
同
四
十

二
年
七
十
八
歳
に
し
て

勧
学
職
と
な
り
、
同
四
十
三
年
三
月
二
十
二
日
八
十
歳
で
示
寂
し
て
い

る
。
設
号

は
示
法
院
。
端
的
に
言
え
ば
、
多
田
賢
住
は
宗
乗
に
通
じ
護

法
意
識
を
根
底
に
も

っ
た
学
僧
で
あ
り
、
同
時
に
教
講
活
動
に
み
ら
れ

る
如
き
社
会
教
化
活
動
家
で
も
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

た
だ
、
文

筆
活
動
は
あ
ま
り
な
く
、
「令
知
会
雑
誌
」
お
よ

び
、

の
ち

の

コ
ニ
宝

叢
誌
」
に
二
三
の
文
章
と
、
「多
田
勧
学
臨
終
法
話
」

二
篇
が
存

す
る

程
度
で
あ
る
。

一
方
の
赤
松
連
城
は
周
知
の
如
く
、
島
地
黙
雷
等
と
共
に
長
州
系
の

人
材
と
し
て
維
新
後
海
外
留
学
を
し
た
本
派
お
よ
び
仏
教
界

の
新
知
識

で
も
あ
り
、
宗
門
の
中
枢
と
し
て
広
く
活
躍
す
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
し

て
、
両
者
を
事
蹟
上
よ
り
比
較
し
て
整
理
す
る
と
左
の
点
が
あ
げ
ら
れ

よ
う
。

第

二
に
、
同
じ
く
本
派
で
あ
る
こ
と
。

第
二
に
、
ほ
ぼ
同
年
令
層
で
あ
る
こ
と
。

第
三
、

一
方
は
宗
政
に
お
け
る
要
路
と
し
て
学
林
等
宗
門
教
育
改
革
ま

で
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
が
、

二
方
は
会
衆
に
な
り
勧
学
に
ま
で
な
る

が
本
山
の
宗
政
に
あ
ず
か
る
立
場
で
は
な
く
、
社
会
教
化
活
動
が
中
心

で
あ

っ
た
こ
と
。

第
四
に
、

二
方
は
海
外
留
学
の
経
験
を
も
ち
外
国

の
宗
教
事
情
に
も
明

る
い
宗
門
の
新
知
識

で
あ
る
が
、

二
方
は
伝
統
的
な
宗
乗
中
心
の
立
場

で
あ
る
こ
と
。

第
五
に
、

二
時
的
で
は
あ
ろ
う
が
両
者
反
対
の
立
場
に
在

っ
た

こ
と
。

第
六
に
、
両
者
お
そ
ら
く
面
識
が
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
こ
と
。

第
七
に
、
そ
の
両
者
が
勅
語
漢
発
後
半
歳
に
し
て
時
勢
に
敏
、
対
応

の

早
さ
と
し
て
奇
し
く
も
時
を
同
じ
く
し
て
別

々
に
勅
語
術
義
書
を
あ
ら

わ
し
た
こ
と
。

多

田
賢
住

の
勅

語
術
義
書
を

め
ぐ

っ
て
 
(
三

宅
)
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多
田
賢
住
の
勅
語
祈
義
書
を
め
ぐ
つ
て
 (三

宅
)

な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
両
者

の
比
較

よ
り

み
た
特
徴
を

ふ
ま
え

て
、
次
に
衛
義
書
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
。

三

『
普
通
教
育
勅
諭
演
讃
』
は
全
三
十
頁
、
内
容
を
大
別
し
て
前
半
が

勅
語

の
字
義
、
後
半
が
歴
史
上
に
み
る
仏
教
と
皇
室
の
か
か
わ
り
を
説

い
た
部
分

よ
り
な
る
。
そ
の
後
半
部
で
、
ま
ず
勅
語
に
対
し
て

皇
室
皇
祖
、
忠
孝
仁
義
の
神
徳
を
以
て
、
臣
民
祖
先
の
心
田
に
、
忠
孝
仁

義
の
良
種
を
植
へ
、
此
種
横
に
此
花
を
開
か
せ
、
此
花
竪
に
此
実
を
結
ぶ
事

を
詔
し
給
ひ
-
(
中
略
)

1

今
日
臣
民
の
忠
孝
仁
義
は
、
往
昔
各
自
祖

先
の
遺
訓
な
れ
ば
、
此
遺
訓
た
る
国
実
を
遽
代
永
遠
に
亡
失
せ
ざ
ら
ん
事
を

希
望
す
と
詔
し
給
ふ
。

と
述

べ
て
全
面
的
に
讃
し
た
上
で
、
左
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

而
し
て
我
が
帝
国
而
已
、
開
国
以
来
、
天
地
一
轍
、
神
人

一
軌
、
天
然
の

倫
理
、
今
日
猶
存
し
て
、
上
下
共
に
、
恩
義
に
厚
く
し
て
、
事
に
忍
び
ざ
る

の
心
深
く
、
千
歳

三
日
の
如
く
、
太
古
降
天
、
神
聖
遺
伝
の
良
心
永
続
す
る

は
、
全
く
上
古
仏
法
東
漸
し
て
、
三
世
因
果
の
妙
倫
、
宇
内
に
弘
布
し
、
上

下
に
董
染
す
る
事
深
厚
な
る
に
依
る
。

す
な
わ
ち
、
人
倫
の
道
は
仏
教
渡
来
以
降
、
三
世
の
因
果
と
い
わ
れ
る

仏
教
の
教
え
が
深
く
薫
染
し
た
こ
と
に
よ
る
と
し
、
次
に

此
倫
常
は
仏
説
過
度
人
道
経
の
、
五
大
善
を
以
て
所
依
と
し
給
ふ
な
ら

ん
。
此
経
仏
法
東
漸
の
始
じ
め
、
宮
中
講
経
の
最
初
な
れ
ば
、
皇
室
に
最
と

も
御
由
緒
あ
り
。

と
述
べ
、
具
体
的
に

『
大
阿
弥
陀
経
』
中
の

令
縦
捨
五
悪
。
令
去
五
痛
。
令
去
五
焼
之
中
。
降
化
其
心
。
令
持
五
善
。

得
其
福
徳
度
世
長
寿
泥
疸
之
道
。
仏
言
。
何
等
為
五
悪
。
何
等
為
五
痛
。
何

等
為
五
焼
中
者
。
何
等
為
消
化
五
悪
。
令
得
五
善
者
。
何
等
為
持
五
善
。
得

其
福
徳
長
寿
。
度
世
泥
疸
之
道
。

と
あ
る
五
善
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は

『
無
量
寿
経
』
に

も
ほ
ぼ
同
様

の
文
章
が
あ
る
五
悪
、

五
痛
、
五
焼
を
離
れ
、
五
大
善
、

五
正
行
を
勧
め
る
五
善
五
悪
の
問
題
で
あ
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い

が
、

こ
の
五
戒
五
悪
、

つ
ま
り
殺
生

・
愉
盗

・
邪
婬

・
妄
語

・
飲
酒

(そ
の
他

の
諸
過
)
を
そ
れ
ぞ

れ
仁

・
義

・
礼

・
信

・
智
と
い
う
五

善
、
儒
教
的
に
は
五
常
に
配
し
、
そ
れ
は
勅
語

に
み
ら
れ
る
倫
理
道
徳

観
と
合
致
す
る
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
勿
論
、

五
善
と
五
戒
の
範
囲
、

お
よ
び
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
細
部
か
ら
み
れ
ば
種
々
見
解
が
あ
り
、

同

一
と
は
認
め
難

い
点
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
と
も
か
く
、
多
田

賢
住
は
こ
れ
を
弥
陀
の
本
願
で
も
あ
る
と
し
て
、

一
般
的
に
は
仏
教
の

五
大
善
の
教
え
が
人
倫

の
道
を
輔
翼
し
て
き
た

の
は
間
違

い
な
い
と
主

張
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
歴
代
の
天
皇

の
弥
陀
信
仰
に
関
す
る
事
蹟
を
略
述
し
、
仏

教
と
皇
室
は
不
可
分
で
あ

っ
た
と
も
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
,

故
に
慧
燈
大
師
は
内
心
に
深
く
、
仏
語
を
信
じ
、
外
に
仁
義
礼
智
信
を
守
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り
、
王
法
を
以
て
本
と
せ
よ
、
是
真
宗
の
教
憲
な
り
と
の
給
ふ
。
其
王
法
と

は
、
今
回
の
御
勅
諭
是
な
り
。

と
し
て
真
宗
の
俗
諦
教
義
か
ら
明
確
に
述
べ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
世

間
の
道
徳
的
方
面
を
明
示
す
る
俗
諦
教
義
は
、
明
治
期
に
特
に
強
調
さ

れ
て
き
た
概
念
で
あ
ろ
う
が
、

こ
こ
で
は
蓮
如

の
消
息
、
『
御
文
章
』

(第
二
帖
第
六
通
)
中
の

こ
と
に
ほ
か
に
は
王
法
を
も
て
お
も
て
と
し
、
内
心
に
は
他
力
の
信
心
を

ふ
か
く
た
く
は
へ
て
、
世
間
の
仁
義
を
も
て
本
と
す
べ
し
、
こ
れ
す
な
わ
ち

当
流
に
さ
だ
む
る
と
こ
ろ
の
お
き
て
の
を
も
む
き
な
り
と
こ

ろ
う
べ
き
も

の
な
り
。

な
ど
を
念
頭
に
置

い
て
い
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。
い
ず

れ
に
し

て

も
、
勅
語

に
対
し
て
は
多
田
自
身
が
王
法
と
い
う
如
く
、
あ
く
ま
で
王

法
為
本
、

仁
義
為
本
の
立
場
を
明
確
に
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て

念
仏
の
報
恩
行
を
な
し
、
同
朋
互
い
に
勧
講
し
讖
悔
滅
除
し
て

「
以
て

共
に
忠
孝

二
田
を
耕
転
し
、
現
世
日
月
清
明
、
国
家
安
康
の
良
花
報
を

期
す
と
爾
云
。
」
と
述
べ
て
本
書
を
結
ん
で
い
る
。

次
に
、
本
書
を
な
す
に
至
る
理
由
に
つ
い
て
は
本
書
末
尾
に

時
に
明
治
二
十
三
年
、
十
二
月
十
八
日
、
釈
賢
悟
助
教
、
二
十
三
回
忌

辰
、
弟
妹
孫
児
団
簗
し
て
、
法
会
を
営
な
み
、
謂
経
の
後
、
此
宝
勅
を
拝
読

し
、
謹
で
朝
旨
を
服
味
し
、

の
ち
に
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
書
を
概
観
し
て
み
う
け
ら
れ
る
特
徴
は
左
の
如
く
で
あ

る
。
第

二
に
、
王
法
為
本
を
も
と
に
し
た
俗
諦
教
義

よ
り
五
善
を
勧
め
五
悪

を
戒
め
る
と
し
た
宗
乗
を
基
本
的
根
拠
と
し
て
勅
語
に
応
対
し
、
順
応

し
て
ゆ
く
と
い
う
立
場
で
あ
る
こ
と
。
逆
に
言
え
ば
、
門
徒
に
の
み
示

す
宗
乗
だ
け
か
ら
の
解
釈
方
法
で
、
広

い
意
味

で

一
宗
教
者
と
し
て
勅

語
に
い
か
に
対
応
す
る
か
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

第
二
に
、
文
章
全
体
を
通
し
て
い
わ
ゆ
る
仏
教
術
語
が
非
常

に
数
多

く
、
羅
列
し
た
と
い
う
感
も
う
け
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
第

一
と
第
二
に
関
連
し
よ
う
が
、
本
書
の
書
名
に
は

「普
通

教
育
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
本
書
を
理
解
す
る
た
め
に
は

注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

二
般
に

「
普
通
教
育
」
と

あ
る
以
上
、
そ
れ
は
個

々
の
専
門
教
育
と
は
異

な
り
普
通
人
の
育
成
に

必
要
な
る

一
般
的
教
育
や
教
養
な
ど
を
指
す
場
合
が
多
く
、
そ
の
対
象

も
ま
た
幅
広
い
と
い
う
考
え
が
通
常
で
あ
る
。

本
書

の
読
者
対
象
を
多

田
賢
住
が

一
体
ど
の
あ
た
り
に
設
定
し
た
の
か
、
壇
家
や
信
者
だ
け
で

あ
る
の
か
、
ま
た
発
行
部
数
も
定
か
で
な
い
の
で
明
確
な
こ
と
は
推
論

し
難
い
が
、
少
く
と
も
時
勢

に
即
応
し
勅
語
に
順
応
し
て
ゆ
く
、

つ
ま

り
僧
侶
と
い
え
ど
も
世
俗
に
対
し
て
関
心
を
示

し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
勅
語
普
及
を
も
っ
て

「
普
通
教
育
」
で
あ

る
と
考
え
、
そ
し
て
書
名
と
も
し
た
多
田
賢
住

の
意
識
や
意
図
は
充
分

推
量
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
り
乍
ら
、
実
際
に
内
容
か
ら
み
れ
ば

多
田
賢
住

の
勅
語
行
義
書

を
め
ぐ

つ
て
 
(
三

宅
)
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多
田
賢
住
の
勅
語
彷
義
書
を
め
ぐ
っ
て
 (
三

宅
)

前
述
の
如
く
、
非
常
に
宗
門
的
意
識
が
濃
厚
で
宗
乗
的
解
釈
よ
り

二
歩

も
出
る
も

の
で
は
な
く
、
極
言
す
れ
ば

「
仏
教
教
育
」
あ
る
い
は

「
宗

門
教
育
」

に
よ
る

『
勅
諭
演
讃
』
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

二
方
、

赤
松
連
城

の

『
勅
語
衛
義
』
も
全

二
十
七
頁

で
短

文
で
あ

り
、
そ
の
形
式
も
勅
語
の

二
段
落
毎
の
衛
義
解
釈
と
な

っ
て
い
る
。

ま
ず
序
言
と
も
言
う
べ
き
箇
所
で
は

恭
テ
勅
語
ノ
義
意
ヲ
敷
衛
シ
、
之
ヲ
同
朋
ニ
告
ケ
、
子
弟
教
育
ノ
ニ
助
ト

為
サ
ン
ト
欲
ス

と
述
べ
る
如
く
、
学
林
教
育
を
意
識
し
た
子
弟
に
対
す
る
教
育
と
い
う

対
象
目
的
が
明
確
に
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
赤
松
自
身

の
立
場
も

然
レ
ハ
則
チ
、
法
律
ニ
モ
ア
レ
、
宗
教
ニ
モ
ア
レ
、
凡
百
ノ
制
度
文
物
、

必
固
有

ノ
国
体
ヲ
顧
ミ
、
之
二
順
応
シ
、
之
ヲ
輔
翼
ス
ル
コ
ト
ヲ
忘
ル
ヘ
カ

ラ
ス
、
吾
齊
宗
教
二
従
事
ス
ル
者
、
深
ク
聖
旨
ヲ
服
麿
シ
、
以
テ
道
徳
ヲ
酒

養
ス
ル
コ
ト
ヲ
怠
ラ
サ
ル
ヘ
シ

さ
ら
に
、
本
書
末
尾
に
お
い
て
も
同
様
に

吾
傍
宗
教
二
従
事
ス
ル
者
、
其
ノ
責
任
タ
ル
、
道
徳
ノ
衰
頽
ヲ
挽
回
シ
、

群
類
ヲ
シ
テ
心
ヲ
至
道
二
安
シ
、
身
ヲ
至
徳
二
致
サ
シ
ム
ル
ニ
在
リ
、
願
ク

ハ
同
朋
ト
共
ニ
コ
レ
ヲ
勉
メ
ン
ト
云
爾
。

と
述
べ
る
如
く
、
あ
く
ま
で

二
宗
教
者
と
し
て
の
立
場
に
お
い
て
世
俗

の
道
徳
問
題
に
た
ず
さ
わ
る
と
い
う
意
識
が
濃
厚

で
あ
り
、
文
章
内
容

を
み
て
も
そ
こ
に
は
仏
教
者
と
し
て
の
色
彩
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。
あ
え
て
勅
語
と
仏
教
と
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
を

あ
げ
れ
ば
、
勅
語
中
の

「斯

ノ
道

ハ
」
の
術
義
部
分
に
お
い
て

斯
ノ
道
ト
ハ
、
君
臣
ヲ
経
ト
シ
、
四
倫
三
徳
ヲ
緯
ト
シ
、
国
体
ヲ
組
織
ス

ル
者

ニ
シ
テ
、
神
儒
仏
等

ノ

一
ヲ
以

テ
名

ク

ヘ
キ
所

ニ
ア
ラ
ス
、
1

(中

略
)
i

之

ヲ
要

ス
ル
ニ
、
斯

ノ
道

ハ
儒

仏

ノ
至
理

ヲ
該
摂

ス

ル
ノ
大
道

ニ

シ
テ
、
儒
仏
ヲ
排
斥
ス
ル
カ
如
キ
小
道
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
。

と
勅
語
に
あ
ら
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
国
体
観
を
形
成

し
た
思
想
的
淵
原
に

つ
い
て
、
や
や
仏
教
に
弁
護
的
で
は
あ
る
が
述
べ
た
部
分
、
あ
る
い
は

儒
仏
二
教
ノ
我
力
邦
二
入
り
、
忠
恕
ヲ
説
ク
カ
如
キ
、
博
愛
ヲ
教
フ
ル
カ

如
キ
、
世
道
人
心
ヲ
維
持
ス
ル
、
其
ノ
功
頗
ル
多
シ
ト
錐
モ
、
二
教
ノ
未
入

ラ
サ
ル
ニ
先
タ
ッ
テ
、
君
臣
ノ
大
義
、
固
ヨ
リ
明

二
、
人
倫
ノ
正
シ
ク
行
ハ

レ
シ
コ
ト
、
古
史
二
昭
々
タ
リ
、
是
レ
即
チ
皇
祖
皇
宗
ノ
御
遺
訓
ナ
リ
、
而

シ
テ
儒
仏
ノ
之
ヲ
扶
翼
ス
ル
、
亦
斯
ノ
道
ノ
範
囲
ヲ
超
ヘ
ス
、
故
二
国
体
二

応
セ
サ
ル
説
ノ
如
キ
ハ
、
夙
二
之
力
峻
拒
ス
ル
所
ト
ナ
レ
リ
、

と
あ
る
如
く
、
歴
史
上
の
人
倫
道
徳
を
維
持
し
て
き
た
仏
教
の
立
場
は

認
め
て
評
価
し
な
が
ら
も
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
輔
翼
的
役
割
り
で
あ

っ

た
と
述
べ
る
程
度
で
あ
り
、
決
し
て
仏
教
を
前
面
に
押
し
出
し
て
の
論

述
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
書
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
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第

一
に
、
多
田
賢
住
の
衛
義
書
に
比
べ
て
文
章
が
非
常
に
平
易
で
あ
る

こ
と
。

第
二
に
、
文
申
に
仏
教
術
語
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
あ
え
て
指
摘
す
れ
ば

「
同
朋
」
・
「因
果
感
応
」
と
、

こ
の
程
度
で
あ
る
こ
と
。

第
三
に
、
儒
教
を

「
忠
恕
」
、
仏
教
を
慈
悲
と
せ
ず

「博
愛
」
の
教
え
、

と
い
う
用
語
や
概
念
を
使
用
し
て
簡
潔
に
示
し
て
い
る
こ
と
。

な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
極
言
す
れ
ば
、
本
書
は
著
者
名
を
伏
せ
れ
ば

仏
教
者
の
手
に
よ
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
、

こ
う
み
る
こ
と
も
で
き

る
性
格
を
も

つ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
赤
松
連
城
自
身
、
意
図
的

に
仏
教
的
色
彩
を
出
さ
な
か

っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

以
上
、
多
田
賢
住
と
赤
松
連
城
の
そ
れ
ぞ
れ
の
勅
語
衛
義
書

の
内
容

や
特
徴
を
対
比
し
つ
つ
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
両
者
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
時
代
認
識
を
し
た
上
で
時
期
的
に
も
早
く
勅

語
に
対
応
し
て
い
っ
た

こ
と
は
間
違

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、
基
本
的
姿
勢
と
し
て
歴
史
上
の
視

点
か
ら
日
本
的
展
開
を
と
げ
た
仏
教
は
皇
室
お
よ
び
世
俗
民
衆
に
定
着

し
、
人
倫
道
徳
を
維
持
し
輔
翼
し
て
き
た
功
が
大

で
あ

る
と
す

る
点

は
、
仏
教
者

と
し
て
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
両
者
共
共
通
し
て
い
る
。

こ
の
点
は
、
他
の
仏
教
者
に
よ
る
衛
義
書
も
基
本
的
に
は
ほ
ぼ
同
様
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
肇
国

・
忠
孝
等
の
概
念
解
釈
は
キ
リ
ス
ト
者

の
衛
義
書
ほ
ど
問
題
に
は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
両
者
の
相
違
点
は
、
多
田
賢
住
の
場
合
、

宗
乗
の
解
釈
を
そ
の

ま
ま
勅
語
に
援
用
し
て
歴
史
上
に
お
け
る
特
定
の
宗
門

の
、
言
わ
ば
正

当
性
だ
け
を
強
張
し
て
展
開
し
た
我
田
引
水
的
な
態
度
が
み
う
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

二
方
、
赤
松
連
城
の
場
合
は
宗
門
的
あ
る
い
は
仏
教
的

立
場
に
さ
え
固
執
せ
ず
、
広
く

二
般
的
に
宗
教
者

と
し
て
世
俗
の
倫
理

道
徳

の
問
題
に
従
事
し
て
ゆ
く
と
い
う
意
識

で
展
開

す
る
わ
け

で
あ

る
。
端
的
に
言

っ
て
、
そ
の
内
容
か
ら
み
れ
ば
赤
松
の
方
が

「
普
通
教

育
」
と
す
る
に
よ
り
近
い
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
解
釈
姿
勢
や
方
法
論
の
決
定
的
相
違
は
、
や

は
り
前
述
の
如
き
両

者
の
事
蹟
そ
の
も
の
が
雄
弁
に
物
語

っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

勿
論
、

こ
の
両
者
お
よ
び
そ
の
著
述
を
保
守
的

と
進
歩
的
と
い
う
概

念
で
把
握
し
評
価
す
る
こ
と
は

一
概
に
は
で
き
得
な
い
が
、
少
く
と
も

宗
乗
だ
け
か
ら
の
意
識
構
造
と
、
そ
れ
を
承
知
し
た
上
で
し
か
も
そ
れ

を
超
え
て
拘
泥
し
な
い
意
識
構
造
と
で
は
お
の
ず
か
ら
異

っ
て
く
る
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
と
ら
え
る
限
り
、
多
田
賢
住
の

勅
語
衛
義
書

『
普
通
教
育
勅
諭
演
讃
』
は
仏
教
者

と
し
て
最
初
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
意
義
は
有
し
つ
つ
も
、
や
は
り
従
前
の
宗
門
的
護
法
意

識
か
ら
は
脱
却
し
得
な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
(細
注
略
)

(日
本
大
学
教
育
制
度
研
究
所
助
手
)
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